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【取組の内容】 

１ 取組事例名 

データ連携による 支払事務の効  

    

２ 取組期間 

 

 
 

H29.7 H29.8 H29.9 H29.10 H29.11 H29.12 H30.1 H30.2  

着手 検証 導入 効果測定 
事務改善

エントリー 
  

事務改善
発表会 
大賞受賞 

 
継続中 

    

３ 取組概要 

 
支払事務に用いる つのシステムを

データ連携させることによって、事務全体
の効 を実 しました。 

この取組によって、 支払事務が え
ていた時間・ ・作業性の問題を解消する
ことができました。 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

「行革甲子園「行革甲子園「行革甲子園「行革甲子園2018201820182018」」」」エントリーエントリーエントリーエントリーシートシートシートシート 
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４ 背景・目的 

 
位置付け 

・庁内組織の事務改善 員会が った職員 から生まれたアイデアです。 
・ ３ 月に開 された発表会「大府式改善ビフォーアフター９ｔｈ」では、大賞を受賞しました。 

背景 
 ・ 月の 時職員の 支払事務に いて、拘られた の中で 大な の事務 をこなすために、

の 定を することで作業時間を し、 の事務に する 要がありました。 
 ・ 支払事務の効 は、 くの 時職員を える担当課、支払事務を一手に引き受ける会計課、い

れの 場に いても 的な課題になっていました。 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発生していた問題 

の（１） （３）が 合的に み合ことで、 支払事務全体の効 性・ 性の拯 を く
に陥っていました。 

（１）事務負担の一時的な集中 
（ ）データ入 り 
（３）チェック作業（決裁・審査）の滞り 

問題を引き起こしていた要因 
  支払するためには、① 計 、②支出手続の 段階で、相 連携していない つのシステムを

い分ける 要があり、事務の効 性を する要因になっていました。 
①源泉システム → 

目視チェック 
手入  

②財務会計システム 
務実 に き「 支払 」を

出  
「 支払 」を に手入 で支出

を起  
   

 

 

５ 取組の具体的内容 

 
改善の方法 
 支払に用いる つのシステムをデータ連携させる機能を設けました。 

①源泉システム 
（職員開発／Access） → 

データ連携 

②財務会計システム 
（有 用／ ッ ージ フト） 

データ出 機能を新設 外部データ取込機能（既存）をフル活用 
 

 

 

（会計課の特色） 
・コン クトな組織のため業務 の

増加に弱い。 
・一連の支払手続の最終段階を担当

している。 
・全ての 支払に わっている。 
 
⇒一時的な業務集中のダメージ大 
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６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

 
事務全体を大きな視点で つめたことで、会計課
で発生している課題を解消するために改善すべき
根本要因が前工程にあることに着目しました。 
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７ 取組の効果・費用 

 
データ連携による 向   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の目視チェック 手入 方式からデ
ータ連携に改めたことで入 りがなく
なりました。 

所要時間の短縮  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の一 つの手入 を一 取込方式
に改めたことで、事務コストを圧縮するこ
とができました。 

月当たり△628 分 
間事務コスト 213,520 円相当 

ゆとり時間の創出  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務改善の 果、 支払事務に せざ
るを得ない状況を緩和することができま
した。 
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８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

 
システム改修 
 ・ 支出に直 する スの されないシステム改修であったため、 作検証を重ねて 重な作業に 意

しました。 
ニーズの発掘 
 ・ りよがりの取組にならないよ ー ーニーズの発掘に めました。 用 の い担当 の協 を

得て、操作性やデータの表 目や な にこだわって い 手の拖いシステムを目 しました。 
活用の促進 

・システムの目 つ場所に「 らせ」表 することで新機能を積 的に しました。 
・「ヘルプ」機能を設けて新機能の活用を促進させました。 

実務支援 
 ・「ヘルプ」内には、新機能の活用方法や操作方法に加え、メリット・デメリットを添えることで、シス

テム操作に れな職員向けに実務を支援しました。 
 

９ 今後の予定・構想 

のとこ 、 、小中 の 設を取りまとめする部 を めとして一部の部 にしか 用され
て ら 、せっかくの改善効果が拘定的な に まっています。 

より くの部 での 用を促進させることでこの取組の効果が全庁的に拡大すると思われます。 
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１０ 他団体へのアドバイス 

 
小さな積み重ねが大きな効果を生む 

 私たち会計課にとって、今回の取組は、あくまで事務の集中を分散させることを目的としたものでしか
ありませ 。決して事務の が わるわけではなく、 的な を のものではありませ 。 

しかしながら、 の しの改善効果が 月 り拮されることを思え 、 には決して 視できない
大きな違いを生むと考えます。また、会計課特有の弱みを自らのアイデアで補った取組は、組織の持続可
能性の観点からも有意義なものだったと思います。 

 
ビフォー アフター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
垣根を越えた協働による改善 
   

りになりがちな に いて、 り
まった考え方を違った から つめ

直すことで新たな発想のヒントが得られ
ることも いと ます。今 、 課
題の ・ が進む中で、 職
場の 間 で協 し合 ことが 可
だと思います。 

 
 
 
 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

・取組について掲載しているＨＰがある場合には、ＵＲＬを記入してください。 
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